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【背景・目的】 
近年、食習慣と健康との関係に注目が集まっている。日本人女性においては、欧米の女
性に比べ大豆製品の摂取が多いことが、乳がん罹患の少なさに影響していると言われてい
るが、近年日本においても乳がんによる死亡や罹患が増えている。女性の社会進出に伴い、
食習慣が欧米化していることが理由の一つと考えられるが、今後、働く女性は増え続ける
ことが予測されることから、働く女性の食習慣を明確にすることは、健康との関連を明ら
かにしていくために意義のあることである。そこで本研究では、働く日本人女性の食事摂
取を評価するために用いられる短縮版食事摂取頻度調査票（SF-FFQ）の再現性と相対的妥
当性を評価することを目的とした。 
【方法】 
対象は、群馬ナースヘルス研究のコホートメンバー698名から募集された女性看護職40
名である。調査は夏―秋（2007年8月―10月）と冬―春（2008年2月―4月）の２回行われ、
各時期に11食品（牛肉、豚肉、鶏肉、魚、緑黄色野菜、果物、牛乳・乳製品、豆腐、納豆、
味噌汁、豆乳製品）と朝食（摂取頻度と主な主食）に関する質問から成るSF-FFQ（SF-FF
Q1と2）ならびに、連続する７日間の食事記録（DR1と2）の２つの調査を実施した。SF-
FFQの再現性は、２回のSF-FFQを用いて評価された。SF-FFQの相対的妥当性は、SF-FFQ2
と２回の連続する７日間（計14日間）の食事記録に基づく平均重量（mDR、g/週）または
平均頻度（mfDR、回/週）を用いて評価された。mfDRは、カットオフ値を設ける場合と設
けない場合の２通りの方法で食事記録からターゲットとする食品の摂取頻度を数え、SF-
FFQと同様の頻度カテゴリ （ー全くとらない / 週に1日程度 / 週に２－３日 / 週に４－５
日 / ほぼ毎日食べる）に分類した。相対的妥当性については、対象全体の他、交代制シフ
ト勤務者についても評価を行った。 
【結果】 
再現性を表すカッパ係数(Κ)、カテゴリーが一致する割合と、スピアマンの順位相関係数
（ρ）の範囲は、0.16―0.75、0.40―0.90と0.27―0.86であった。相対的妥当性においては、S
F-FFQ2―mDR間の11食品に関するエネルギー調整済みρの中央値（範囲）は0.36（0.00―0.
66）であった。エネルギー調整済みρの値が0.30未満と低かった牛肉（ρ=0.00)、鶏肉（ρ=0.
11)、豆腐(ρ=0.26)、豆乳製品（ρ=0.25）の4食品について、SF-FFQ2―mfDR間で相対的妥当
性を評価したところ、牛肉と鶏肉は、カットオフ値（20g）を設定した場合としなかった場
合のどちらにおいてもほとんど相関は認められなかった(ρ<0.2)が、カテゴリーが一致また
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は隣接している割合は高かった(>80%)。豆腐は、カットオフ値（70g）を設定しなかった場
合においてρ=0.53、カテゴリーが一致または隣接する割合は82.5%であった。豆乳製品は、
カットオフ値(110g)を設定した場合としなかった場合のどちらにおいてもρ>0.30であり、カ
テゴリーが一致または隣接する割合は62.5%であった。朝食の摂取頻度は、SF-FFQ2―mfD
R間でカテゴリーが一致または隣接している割合が100%であり、ρ=0.56であった｡主な主食
は、カテゴリーが一致または隣接している割合は97.5%であり、Κ=0.74であった。 
一方、交代制シフト勤務者(n=12)における相対的妥当性を評価したところ、SF-FFQ2―m
DR間の11食品に関するエネルギー調整済みρの中央値（範囲）は0.28（－0.25―0.81）であ
り、牛肉、鶏肉、豆腐、豆乳製品の4食品についてはρ<0.2と低かった。納豆については、
対象全体でエネルギー調整済みρ=0.51であったものが、交代制シフト勤務者ではρ=0.28と減
少したため、対象別にSF-FFQ2―mfDR間の相対的妥当性等を比較した結果、交代制シフト
勤務者以外（n=28）では、カットオフ値の設定の有無に拘わらず、交代制シフト勤務者よ
り高いρ値を示し、対象全体（n=40）との比較では同じか、より高いρ値を示した。交代制
シフト勤務者の朝食の摂取頻度に関するρの値は0.50、主な主食のΚは0.52であった。 
【結論】 
本研究の結果は、牛肉と鶏肉摂取の評価については比較的精度は低いが、当SF-FFQが勤
務スケジュールに拘わらず、ほとんどの食品項目に関して容認できるレベルの再現性と相
対的妥当性を持つことを示唆した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
